
　
現
代
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
に
は
、
各
種
の
「
資
格
」
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
有

無
は
社
内
で
の
昇
進
・
昇
格
に
は
も
ち
ろ
ん
、
転
職
す
る
際
な
ど
で
も
、
有
利
に
働

く
場
合
が
多
い
。
国
や
商
工
会
議
所
や
業
界
団
体
な
ど
が
実
施
す
る
「
資
格
・
検
定

試
験
」
は
何
千
も
の
数
が
あ
る
と
言
わ
れ
、
書
店
に
は
テ
キ
ス
ト
や
参
考
書
の
類
で

棚
の
一
角
を
占
め
る
ほ
ど
。
ぜ
ひ
２
０
１
５
年
は
新
た
な
資
格
・
検
定
試
験
に
挑
戦

し
て
、
飛
躍
を
目
指
そ
う
。

技
術
・
技
能
の
向
上
に
若
年
層
の
受
験
が
増
加

２０１５年は「資格」で飛躍
　
日
本
に
あ
る
多
数
の
資
格

は
大
き
く
分
け
て
、
そ
の
認

定
を
行
う
権
限
者
に
よ
り
、

「
国
家
資
格
」
「
公
的
資

格
」
「
民
間
資
格
」
の
三
つ

に
分
類
さ
れ
る
。

　
国
家
資
格
は
法
律
に
基
づ

き
、
国
や
国
か
ら
委
託
を
受

け
た
機
関
が
実
施
。
有
資
格

者
は
知
識
や
技
術
が
一
定
水

準
に
達
し
て
い
る
こ
と
が
、

国
に
よ
り
認
定
さ
れ
る
。

　
公
的
資
格
は
主
に
文
部
科

学
省
や
経
済
産
業
省
と
い
っ

た
官
庁
や
商
工
会
議
所
な
ど

が
認
定
し
た
審
査
基
準
を
基

に
、
民
間
団
体
や
公
益
法
人

が
実
施
。
信
用
度
や
知
名
度

が
高
い
資
格
も
多
く
、
い
っ

た
ん
取
得
し
た
資
格
は
公
的

に
通
用
し
、
国
家
資
格
に
準

ず
る
資
格
と
し
て
、
一
定
レ

ベ
ル
の
能
力
が
あ
る
と
保
証

さ
れ
る
。
一
方
、
民
間
資
格

は
民
間
団
体
や
企
業
が
独
自

の
審
査
基
準
を
設
け
、
任
意

で
認
定
す
る
。
企
業
の
中
に

は
国
家
資
格
や
公
的
資
格
と

同
様
に
知
識
や
技
能
が
習
得

さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
社
員

の
待
遇
向
上
に
反
映
さ
せ
る

資
格
や
、
直
接
職
業
に
結
び

つ
く
資
格
も
あ
る
。

　
こ
う
し
た
資
格
向
け
試
験

で
は
、
学
生
や
若
年
層
で
の

受
験
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。

こ
れ
は
就
職
の
際
や
転
職
を

目
指
す
上
で
、
自
己
の
能
力

を
客
観
的
に
証
明
で
き
る
資

格
を
持
つ
こ
と
が
、
有
利
に

働
く
と
期
待
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
入

門
ク
ラ
ス
で
の
試
験
受
験
者

が
多
い
と
い
う
の
も
、
最
終

的
に
資
格
を
取
得
す
る
に

は
、
い
ず
れ
も
高
度
な

専
門
知
識
や
実
務
試
験

を
問
わ
れ
る
も
の
が
多

く
、
社
会
的
に
評
価
が

高
い
資
格
ほ
ど
突
破
す

る
に
は
難
関
度
も
高
い

だ
け
に
、
ま
ず
入
門
ク

ラ
ス
か
ら
始
め
、
徐
々

に
難
易
度
を
上
げ
て
い

く
人
が
多
い
か
ら
だ
と

見
ら
れ
る
。
　

　
ま
た
企
業
に
と
っ
て

は
国
内
で
の
競
争
は
も

ち
ろ
ん
、
国
際
競
争
力

を
維
持
・
強
化
す
る
た

め
、
社
員
の
技
術
や
技

能
向
上
が
、
大
き
な
課

題
。
そ
の
た
め
社
内

で
、
資
格
・
検
定
の
取

得
を
推
奨
す
る
企
業
も

増
え
て
い
る
。
そ
の
一

方
で
、
自
ら
目
標
を
掲

げ
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

狙
い
、
難
関
な
資
格
取

得
に
励
む
ビ
ジ
ネ
ス
パ

ー
ソ
ン
も
増
え
る
傾
向

に
あ
る
と
い
う
。

（ ） 【広告特集】 ２０１４年 平成２６年 １２月１０日 水曜日 　　


